
教科 科目

数学科 数学A

学年 単位数

1学年 2単位

教科の目標

【 知　識　及　び　技　能 】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに.事象を数学科したり，数学
的に表現・処理したりする技能をみにつけるよう
にする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力，
事象の本質や他の事象との関係を認識し統合
的・発展的に考察する力，数学的な表現を用
いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を
養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用する
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の仮定を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目の目標

【 知　識　及　び　技　能 】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
図形の性質，場合の数と確率についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，数学と人間の活動の関係について認識を深
め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける
ようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形
の性質を見いだし，論理的に考察する力，不
確実な事象に着目し，確率の性質などに基づ
いて事象の起こりやすさを判断する力，数学
と人間の活動との関わりに着目し，事象に数
学の構造を見いだし，数理的に考察する力を
養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする
態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりし
ようとする態度や創造性の基礎を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

単元名：集合
【知識及び技能】
・集合と命題に関する基本的な概念を理解する
ことができる。

【思考力、判断力、表現力】
・集合の考えを用いて論理的に考察することが
できる。

【学びに向かう力、人間性等】
・集合の考え方を用いて事象を考察することの
有用性を認識し，それらを問題の解決に活用し
ようとする。

・指導事項
集合

・教材
マスグレードα（啓林館）
チャート式　数学Ⅰ＋A（数研出版）
自校作成プリント

【知識・技能】
・集合について理解し，基本的な知識を身に付
けている。
・集合の表し方を知り，図表示などを用いて表
現することができる。
・集合の包含関係やド･モルガンの法則につい
て理解している。

【思考力、判断力、表現力】
・いろいろな集合を図表示と結びつけることが
できる。
・集合を用いて，事象を数学的に考察すること
ができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・集合を数学の対象として考えることに関心を
もつ。

〇 〇 〇

単元名：場合の数と確率
【知識及び技能】
・集合の要素の個数に関する基本的な関係や和
の法則，積の法則などの数え上げの原則につい
て理解する。
・具体的な事象を基に順列及び組合せの意味を
理解し，順列の総数や組合せの総数を求めるこ
とができる。

【思考力、判断力、表現力等】
・事象の構造などに着目し，場合の数を求める
方法を多面的に考察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・場合の数の有用性を認識し，それらを問題の
解決に活用しようとする。

・指導事項
場合の数
和の法則
積の法則
順列
円順列と重複順列
組合せ
同じものを含む順列

・教材
マスグレードα（啓林館）
チャート式　数学Ⅰ＋A（数研出版）
自校作成プリント

【知識・技能】
・和の法則，積の法則，そして順列・組合せの
考えを理解して，場合の数を求め，それから確
率や期待値を求めるための知識を身に付けてい
る。

【思考・判断・表現】
・順列・組合せなどの場合の数の求め方を身に
付け，具体的な事象の確率や期待値を考察する
準備ができている。

【主体的に学習に取り組む態度】
・不確定な事象を数学的にとらえることに関心
をもち，具体的な事象の考察をしようとする。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇

単元名：場合の数と確率
【知識及び技能】
・具体的な事象の起こり得る場合の数を順列や
組合せの考えを用いて表現し，確率の基本性質
を活用して，その確率や期待値を求めることが
できる。

【思考力、判断力、表現力等】
・確率の性質や法則に着目し，確率を求める方
法を多面的に考察することができる。
・確率の性質などに基づいて事象の起こりやす
さを判断したり，期待値を意思決定に活用する
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・確率や期待値の有用性を認識し，それらを問
題の解決に活用しようとする。

・指導事項
確率の基本性質
期待値
独立な試行
反復試行
条件付き確率

・教材
マスグレードα（啓林館）
チャート式　数学Ⅰ＋A（数研出版）
自校作成プリント

【知識・技能】
・確率の意味や基本的な法則についての理解を
深め，それらを用いて事象の確率や期待値を求
めることができる。
・独立な試行の意味を理解し，独立な試行の確
率を求めることができる。
・条件付き確率の意味を理解し，簡単な場合に
ついて条件付き確率を求めることができる。

【思考・判断・表現】
・順列・組合せなどの場合の数の求め方を身に
付け，具体的な事象の確率や期待値を考察する
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・不確定な事象を数学的にとらえることに関心
をもち，具体的な事象の考察をしようとする。
・期待値を意思決定に活用しようとする。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇
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単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

単元名：図形の性質
【知識及び技能】
・三角形に関する基本的な性質について理解す
る。
・円に関する基本的な性質について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
・図形の構成要素間の関係や既に学習した図形
の性質に着目し，図形の新たな性質を見出し，
その性質について論理的に考察したり説明した
りすることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・図形の性質の有用性を認識し，それらを問題
の解決に活用しようとする。

・指導事項
直線と角
三角形の五心
チェバの定理とメネラウスの定理
三角形の辺と角の関係
円周角の定理とその逆
円に内接する四角形
円の接線
方べきの定理
2つの円の位置関係
作図

・教材
マスグレードα（啓林館）
チャート式　数学Ⅰ＋A（数研出版）
短期完成　図形の性質（数研出版）
自校作成プリント

【知識・技能】
・平面図形の性質を理解し，基礎的な知識を身
に付けている。
・平面図形の性質が論理的に正しいことを的確
に表現することができる。
・平面図形の性質を用いて，問題を解くことが
できる。

【思考・判断・表現】
・平面図形について，いろいろな見方をするこ
とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・三角形や円などの図形の性質に関心をもち，
調べようとする。
・平面図形の性質の有用性を認識し，問題の解
決に活用しようとする。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇

単元名：図形の性質
【知識及び技能】
・空間図形に関する基本的な性質について理解
する。

【思考力、判断力、表現力等】
・図形の構成要素間の関係や既に学習した図形
の性質に着目し，図形の新たな性質を見出し，
その性質について論理的に考察したり説明した
りする。

【学びに向かう力、人間性等】
・図形の性質の有用性を認識し，それらを問題
の解決に活用しようとする。

・指導事項
平面と直線
多面体

・教材
マスグレードα（啓林館）
チャート式　数学Ⅰ＋A（数研出版）
短期完成　図形の性質（数研出版）
自校作成プリント

【知識・技能】
・空間図形の性質を理解し，基礎的な知識を身
に付けている。
・空間図形の性質を用いて，問題を解くことが
できる。

【思考・判断・表現】
・空間図形について，いろいろな見方をするこ
とができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
・空間図形の性質に関心をもち，調べようとす
る。

〇 〇 〇

単元名：数学と人間の活動
【知識及び技能】
・数量や図形に関する概念などと人間の活動と
の関わりについて理解する。
・数学史的な話題を通じて，数学と文化とのか
かわりについての理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・数量や図形に関する概念などを，関心に基づ
いて発展させ考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
・数学における歴史・文化の有用性を認識し，
それらを問題の解決に活用しようとする。

・指導事項
位取り記数法とｎ進法
ユークリッドの互除法
位置の表し方
地球を測る

・教材
マスグレードα（啓林館）
チャート式　数学Ⅰ＋A（数研出版）
短期完成　整数の性質ノート（数研出版）
自校作成プリント

【知識・技能】
・位取り記数法やn進法での数の表し方につい
ての知識を身に付けている。
・ユークリッドの互除法などの整数の性質を理
解し，二元一次不定方程式の整数解を求めるこ
とができる。
・座標による位置の表し方や，図形の性質を用
いた測量を理解している。

【思考・判断・表現】
・位取り記数法やn進法の表し方を理解し，そ
れぞれの特徴を考察することができる。
・ユークリッドの互除法を身に付け，公約数を
求める仕組みを理解している。
・論理的に考えることのよさや，数学と文化と
の関わりを理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・数の数え方や表し方に関心を持つ。
・数の数え方や表し方の歴史的な背景を調べよ
うとする。
・測量や地図上の位置の表し方に数学的な概念
が用いられていることに関心を持つ。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

単元名：数学と人間の活動
【知識及び技能】
・数量や図形に関する概念などと人間の活動と
の関わりについて理解する。
・数理的なゲームやパズルなどを通じて，数学
と文化とのかかわりについての理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
・パズルなどに数学的な要素を見出し，目的に
応じて数学を活用して考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
数理的なゲームやパズルについて考察すること
の有用性を認識し，それらを問題の解決に活用
しようとする。

・指導事項
数学とパズル・ゲーム

・教材
マスグレードα（啓林館）
チャート式　数学Ⅰ＋A（数研出版）
自校作成プリント

【知識・技能】
・図形の敷き詰めの手順や，先手必勝のゲーム
の手の選び方を論理的に説明することができ
る。

【思考・判断・表現】
・ゲームなど身近な事柄を数学的にとらえ，目
的に応じて数学を活用して考察することができ
る。
・論理的に考えることのよさや，数学と文化と
の関わりを理解している。

【主体的に学習に取り組む態度】
・身近な遊びなどに数学的な要素を見出そうと
する。

〇 〇 〇

定期考査
〇 〇

合計

78

３
学
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２
学
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32


